
 

- 1 - 

日 本 社 会 病 理 学 会 ニ ュ ー ス 75号 

2014年 5月 15日 

 

発 行：日本社会病理学会 

事務局：〒607-8175 京都市山科区大宅山田町 34  

京都橘大学 

TEL 075-574-4224   FAX 075-574-4122 

URL http://socproblem.sakura.ne.jp 

e-mail：takahara@tachibana-u.ac.jp 

郵便振替口座：00170‐4-56341    

編集責任者：高原正興（庶務理事） 

 

 

 

【目次】 

１. 第 30回大会のお知らせ ........ 2 

２. 渉外・広報委員会からのお知らせ（再掲） ........ 3 

３. 会員の新刊書の紹介コーナー ........ 4 

４. 会員コーナーⅠ（リレーメッセージ） ........ 4 

５. 会員コーナーⅡ（近況報告） ........ 5 

６. 事務局より ........ 5 

 

 

 

 

 重要事項  
   

１．第 30回大会は 10月 4日（土）5日（日）に下関市立大学にて開催される 

予定です。 

２．第 30回大会における自由報告の申込の〆切は 6月 20日（金）です。 
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１．第 30回大会のお知らせ 

      

第 30 回大会は、2014 年 10 月 4 日（土）・5 日（日）の両日、下関市立大学にて開催さ

れます。研究委員会では、今年度のシンポジウムのテーマを「若年層の生活満足度を問う

：状況規定のパラドクス」と決定しました。若者の置かれている客観的状況と意識の乖離

の原因をさぐることを通して、現代日本社会に通底する問題状況の解明を試みます。登壇

者は、浅野智彦（東京学芸大学）・内田由紀子（京都大学）・清水新二（奈良女子大学）

の 3 名の先生方にお願いし、大会 2 日目の午後に開催する予定です。 

 研究委員会企画のテーマセッションとしては、「秘密と監視」というテーマを設定し、

特定秘密保護法の成立というホットな事案を念頭に、阿部潔（関西学院大学）・朝田佳尚

（京都府立大学）・佐々木光明（神戸学院大学）の先生方に登壇いただき、大会 2 日目の

午前に開催の予定です。また、今期もテーマセッションの公募を行います。公募形式によ

るテーマセッションに応募される方は、企画者名・テーマタイトル・企画の趣旨・報告者

案等(A4 版 1 枚：書式自由)を 6 月 20 日（金）までに進藤 (shindou@lit.osaka-cu.ac.jp) 宛連

絡下さい。委員会に選考の上、採否を決め、結果を連絡いたします。 

 最後になりましたが、自由報告を希望される方は、日本社会病理学会 HP（http://socprobl 

em.sakura.ne.jp/format/format.html）より自由報告申込書をダウンロードいただき、必要事項

を記入の上、6 月 20 日（金）までに進藤 (shindou@lit.osaka-cu.ac.jp) 宛連絡下さい。報告

要旨の締め切りは、7 月末日を予定しています。なお以下の諸点に留意下さい。(1)自由報

告部会は、10 月 4 日（土）の午後です。(2)報告時間は質疑応答を含めて 25 分、報告は 20

分以内として下さい。(3)大学院生の報告には、旅費の補助制度があります。上記の HP か

ら旅費補助申請用紙をダウンロードし、自由報告申込書とともに送付下さい。是非、積極

的な応募をお願いいたします。 

                         （研究委員会委員長 進藤雄三） 

 
下関ホテル案内（料金はシングル 1 泊。本学会では宿の手配はいたしませんので、会員 

各自で早めに予約して下さい。正確な金額はホテルにご確認下さい。） 

 

（１）関門海峡の眺めのよい宿、バスでの学会会場アクセスにも便利です。 

下関グランドホテル 山口県下関市南部町 31-2  JR 下関駅から車で 5 分。 

             083-231-5000  7000 円〜 

プラザホテル下関 山口県下関市岬之町 11-10  JR 下関駅から車で 3 分。 

083-223-3333  5300 円〜 

（２）JR 下関駅周辺、バスで学会会場アクセスに便利です。 

グリーンホテル下関 山口県下関市竹崎町 1-16-13 

083-231-1007  4800 円〜 

ホテルヴィアイン下関 山口県下関市竹崎町 4-2-33  

               083-222-6111  6000 円〜 

下関東急イン 山口県下関市竹崎町 4-4-1 

083-233-0109  7000 円〜 

東横 INN 下関駅東口 山口県下関市豊前田町 2-7-10 

083-234-1045  4780 円〜 
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下関ステーションホテル 山口県下関市竹崎町 2-8-11 

083-231-2225  4700 円〜 

下関駅西ワシントンホテルプラザ 山口県下関市大和町 1-4-1  

083-261-0410  5000 円〜 

天然温泉 関門の湯 ドーミーイン PREMIUM 下関 山口県下関市細江新町 3-40 

083-223-5489  6000 円〜 

プリンスホテル下関 山口県下関市竹崎町 3−10−7 

083-232-2301 2950 円〜 

（３）JR 新下関駅付近、バスで学会会場には少し不便です（JR 新下関駅からタクシー10 

〜15 分、又は、JR 新下関駅から JR 幡生（はたぶ）駅まで乗車（一駅です）、そこ 

から、徒歩 25 分）。 

ビジネスホテル新下関 山口県下関市一の宮町 2 丁目 6-13 

083-256-1711  4000 円〜 

ビジネスホテルはやし 山口県下関市秋根南町 1-8-13 

              083-256-3888  4325 円〜 

 

２．渉外・広報委員会からのお知らせ（再掲） 

 

１．アジア犯罪学会第 6 回大会に関するお知らせ 

 アジア犯罪学会第 6 回大会は、2014 年 6 月 27 日から 29 日の間に、大阪商業大学で開催

されます。参加登録はオンラインにて受け付けています（登録サイト：http://www.acs2014 

.com）。参加費は、2014 年 6 月 13 日までは ACS 会員 15,000 円、一般 18,000 円、学生 ACS

会員 12,000 円、学生 13,000 円です。当日支払は割増になります。（横山実） 

２．世界社会学会議横浜大会に関するお知らせ 

 2014 年 7月 13日から 19 日の間に開催されるＩＳＡ横浜大会の準備は順調に進んでいる

様子です。各リサーチコミティでの報告申込は昨年締め切られました。各リサーチコミテ

ィのコーディネーターは、報告申込者のアブストラクトに基づいて、部会設定の案を作成

しました。それに基づいて、ＩＳＡのプログラム委員会は各報告者に報告の受諾の通知を

届けています。本学会の会員の積極的な参加が望まれます。（横山実） 

３．日本犯罪社会学会第 41回大会に関するお知らせ 

 日本犯罪社会学会第 41 回大会は 10 月 18・19 日（土・日）、大会開催校は京都産業大

学（実行委員長：新恵里会員）と決まりました。（矢島正見）  

４．日本更生保護学会第 3 回大会に関するお知らせ 

 日本更生保護学会第 3 回大会は 12 月 6・7 日（土・日）に龍谷大学にて開催されます。

(矢島正見) 

５．国際犯罪学会第 17 回世界大会に関する報告 

 国際犯罪学会第 17 回世界大会が 2014 年 8 月にメキシコで開催されます。国際犯罪学会

研究委員長の Emilio Viano（アメリカン大）から世界大会のウエブサイトの連絡がありま

した。http://www.isc2014congress.com/です。当学会のホームページにも掲載されておりま

す。（矢島正見） 

 

 なお、これからは、会員皆様へ迅速に情報をお伝えするために、学会ホームページにて、

その都度、関連学会の情報等を渉外・広報委員会報告として掲載していきます。 
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３．会員の新刊書の紹介コーナー 

 

＊以下の新刊書は理事会と事務局で入手した情報によるもので、内容や特長のＰＲ（80

字以内）は編著者会員に依頼したものです。 

岡邊健編『犯罪・非行の社会学―――常識をとらえなおす視座』有斐閣 2014 

本体 2,400 円 

「犯罪社会学の諸理論を丁寧に紹介するとともに、犯罪・非行を切り口にわれわれの  

生きる社会について考えるための材料を提供することをねらいました。ぜひ、ご一  

読ください。」（岡邊健） 

 清水新二編『臨床家族社会学』放送大学教育振興会 2014  本体 2,700 円 

 「このテキストの特徴は、問題対処論を中心とした問題解決志向性を強く意識しなが  

  ら、事例レベルのミクロ臨床から対策・政策レベルのマクロ臨床までを視野に入れ  

  た問題対処支援活動に力点が置かれた点です。」（清水新二） 

 岡邊健『現代日本の少年非行―その発生態様と関連要因に関する実証的研究―』  

現代人文社 2013 本体 3,600 円 

 

４．会員コーナーⅠ（リレーメッセージ） 

テロおよびハイジャック防止の犯罪社会学的研究 

田中智仁（仙台大学） 

 

 私のメインテーマは「警備業の社会学的研究」です。一見、重箱の隅をつつくようなテ

ーマのようですが、実際は分析視角が多様であり、構想中の草案は「百花繚乱」の様相を

呈しています。その一つが表題のテーマであり、空港保安警備業務の現状と課題を質的調

査によって明らかにしようと計画しています。 

空港保安警備業務は、テロおよびハイジャックの防止を主な目的として実施されていま

す。搭乗前の保安検査もその一つです。「よど号ハイジャック事件」「大韓航空機爆破事

件」「アメリカ同時多発テロ（9・11）」などの事例から明らかなように、テロやハイジ

ャックは国際的な混乱をもたらす重大事案です。とりわけ、2020 年の東京オリンピック開

催決定を受け、諸外国からの渡航者増加が見込まれる中、現行の警備体制で空路の安全が

確保できるのかどうかを問う声も上がっています。現在、4 ヵ年計画で研究費を申請中で

あり、調査の開始時期や期間はその採否によりますが、長期的な視野で取り組みたいテー

マです。 

一方で、むやみに警備体制を強化すれば、様々な齟齬が生じます。例えば、保安検査場

の混雑による定時出発率の低下は、航空業界の信用低下や、搭乗者の不平不満を増幅させ

るなど、多種多様な「悪影響」を及ぼします。また、持込禁止品の判別においてグレー・

ゾーンにある物品をどのように扱うのか、利用者からの要望や苦情にどこまで対応するの

かといった、様々な状況判断を強いられる警備員の負担増も考慮しなければなりません。 

そもそも、私は基本的に「警備体制の強化」を是としない立場です。以前から、「なぜ

警備業が存在するのか」を根本的な問題提起としてきましたが、これは換言すれば、「警

備業の存在意義は何か」であり、「警備業は不要ではないか」ということです。私は警備

員として 10 年間の実務経験（フィールド・ワーク）を経ていますが、現場の実態にそぐ

わない警備体制に頻繁に直面してきました。国策レベルで「警備体制の強化」を謳っても、
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現場レベルでは相容れない事態が起こることも少なくありません。そのため、「警備体制

の強化」を批判的に捉える視座が重要になるのです。 

 実際に、私は警備業の逆機能に着目した研究にも着手しています。2013 年 5 月に刊行さ

れた細井洋子・小宮信夫・鴨志田康弘編『リアリティと応答の社会学―犯罪・逸脱とケア』

（風間書房）では、「警備契約における犯罪被害リスク増大化の可能性」と題する論稿を

掲載しました。「犯罪被害リスクを低下させるための警備契約」が、逆に犯罪被害リスク

を高めてしまった事例を考察した論稿ですので、興味がありましたら御一読ください。 

 なお、同書には「「性行動の低年齢化」再考」と題した論稿も掲載されています。私のサ

ブテーマである「エロ・グロ研究」も、警備業研究と並行して進めたいと考えています。 

 

５．会員コーナーⅡ（近況報告） 

 

○山本雄二会員（関西大学） 

(1)最近の研究テーマ 

1964 年の東京オリンピック以降に急速に普及した化繊製のブルマーを軸に､敗戦後日本

の心性史を書いています。それと並行して、G.H.ミードの諸概念がいかに誤解に基づいて

紹介されてきたかについても研究を進めています。 

(2)論文 

・ポール・ウィリス「モダニティの歩兵たち―文化消費の弁証法と 21 世紀の学校―」(翻 

訳)苅谷剛彦・志水宏吉・小玉重夫編訳『グローバル化・社会変動と教育 2 文化と不平 

等の教育社会学』東京大学出版会、2012、87-106 頁 

・「〈教育と暴力〉再考―デュルケムとの対話を通して―」北澤毅編『〈教育〉を社会学 

する』学文社、2011、第 1 章 

・「ドキュメントを読む――いじめ自殺訴訟判決を例に」『教育社会学研究』第 84 集、2009、 

65-82 頁 

 

６．事務局より 

 

１．名誉会員について 

 2013 年度総会において承認された通りに、2014 年 4 月 1 日付で、以下の 4 名が新たに 

名誉会員となられました。 

佐々木嬉代三  星野周弘  宝月誠  森田洋司 

２．会費のお支払いについて 

 2014 年度の会費の支払い用に同封の振込用紙をご使用下さい。また、2013 年度以前の

会費を未納の方も、同封の振込用紙をご使用下さい。会費のお支払いの際は以下の諸

点にご注意下さい。 

（1）会費は 7,000 円です。ただし、「大学院に在籍する者の会費は、当該会員の申請に

より、理事会の定めるところによる」（会則第 19 条２）という規定にもとづき、大

学院生の会費は 5,000 円として本人の申請によります。大学院に在籍する会員は、

振込用紙の通信欄に、在籍する①大学院研究科の名称、②課程、③学年を明記して

申請して下さい。なお、申請は毎年度行って下さい。この記載がなく 5,000 円が振

り込まれた場合は、2,000 円不足として処理します。 
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（2）会則第 19 条１には、たとえば外国籍会員の経済事情等の特別の事情がある場合、

理事会の議を経て会費を減免できるという規定があります。減免を希望する会員は、

減免を申請する旨とその理由を簡単に記した書面を事務局までお送り下さい。理事

会で申請が認められると、会費が機関誌代だけに減免されます。理事会の審議の結

果は事務局よりお知らせします。 

（3）2011 年度から終身会員の制度が定められました。日本社会病理学会の通常会員歴が

15 年以上で 70 歳以上の方が対象となります。終身会費として 5,000 円の納入で、会員

資格を継続することができます（ただし、機関誌 1,500 円は実費購入）。終身会員を

希望される会員は学会事務局に所定の申請文書を提出して、理事会の承認を得る必要

があります。 

（4）会費を所属機関から直接お支払いいただく場合は、必ず会員の個人名を付記して下

さるようお願いします。個人名の記載がない場合、入金の処理ができないことがあ

ります。 

３．所属・住所などが変更になりましたら、必ず書面（はがき・ファックス・E-mail 可） 

にて事務局までお知らせ下さい。 

４．事務局では常時、入会の申し込みを受け付けています。学会ホームページ

（http://socproblem.sakura.ne.jp）からダウンロードできます。なお、身近に推薦者がい 

ない場合は事務局にご相談下さい。 

                                                                  以 上 


